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月～金曜日 
（祝・休日を除く） 

◆消費生活等相談 097-534-0999 （9：00～17：30） 

◆消費生活特別相談 097-534-0999 
　　　　第３日曜日（休館日）を除く日曜日 （13：00～16：00） 

◆食品表示110番 097-536-5000 （9：00～16：30） 

◆男女共同参画についての申出 097-534-8477 （9：00～17：00） 

◆女性総合相談 097-534-8874 （9：00～16：30） 

◆女性のための仕事相談 097-534-8614 （9：00～16：30） 

◆県民相談 097-534-9291 （9：00～16：30） 

「新しい公共支援事業」の実施について 「新しい公共支援事業」の実施について 

県では、男女共同参画社会づくりに関する県民の皆さんや事業者の方の関心と意欲を高めるために、さまざまな
分野にチャレンジすることで輝いている女性や、働く場における男女共同参画の推進に積極的に取り組んでいる事業
者を表彰しています。 

今年度は、去る３月１日、「女性のチャレンジ賞」とし
て１団体と４名が、「男女共同参画推進事業者顕彰」と
して5つの会社・組合が表彰され、知事との懇談を行
いました。（受賞者については、３Ｐをご覧ください） 
知事からは、「チャレンジ賞の皆さんは高い志をもっ
てがんばっていることを頼もしく思います。また、事業

者の皆さん方が男女共同参画に向けてさまざまな配慮
をされていることに感服しました。女性の活力が地域の
振興を担っています。女性と事業者の力があいまって、
男女共同参画の実が挙がっていくことを期待します。」
と激励がありました。 

業務（行政）に関する連絡先 

●消費者行政に関すること（県民生活班） 
 牲097-534-2038 
●男女共同参画行政に関すること（参画推進班） 
 牲097-534-2039 
●NPO行政に関すること（県民活動支援班） 
 牲097-534-2052 
●その他（会議室利用等）のお問い合わせ（代表電話） 
 牲097-534-4034

平成22年度 
『大分県女性のチャレンジ賞』 
『大分県男女共同参画推進事業者顕彰』表彰式 

大分県では、東北地方太平洋沖地震被災地支援窓口を設置しました。 
◆被災者支援室（TEL 097-506-3081） ◆被災者受入対策室（TEL 097-506-2591） 

※掲示・回覧・配布をお願いします。 



消費生活のひろば 

計画の基本的な考え方 

国際化や高度情報化の進展により、消費者を取り巻く経済社会環境は大きく変化しています。 
新しい商品やサービスが登場し、私たちの消費生活はますます便利で豊かになっている一方、食の安全・安心という消費

生活の最も基本的な事項に対する消費者の信頼を揺るがす事件をはじめ、高齢者や若者を標的とした悪質商法による消費
者被害などが相次いで発生しています。 
国においては、平成21年9月に消費者庁・消費者委員会が設置され、消費者の立場を重視した消費者政策が推進され

ています。 
このような中、大分県では、平成18年に策定した「大分県消費者基本計画」が平成22年度をもって計画期間を終えた

ことから、消費者を取り巻く状況の変化や国の動向に対応するとともに、第一次計画の成果や課題を踏まえ、消費者施策
の計画的・総合的な推進方策を定めた「第二次大分県消費者基本計画　おおいた消費者ホッとプラン」を策定しました。 

「アイネス消費者ウィーク2011」ワークショップの募集 「アイネス消費者ウィーク2011」ワークショップの募集 「アイネス消費者ウィーク2011」ワークショップの募集 
県民の皆さんに消費者問題への関心や理解を深めていただくため、大分県消費生活・男女共同参画プラザ《アイネス》

では、5月の「消費者月間」に「アイネス消費者ウィーク2011」を開催します。特別講演会や各種講座、映画上映や親
子の体験型教室などと併せて、県民の皆さんの自主的な活動の支援をすることとしています。グループ等で消費生活に
関するシンポジウムやミニ講座、展示や演劇などの企画や発表をしませんか？　 
募集件数10件程度　必要経費の助成 上限３万円　締切り４月１５日（金）　応募者多数の場合は選考させていただきます。 

「おおいた消費者ホッとプラン」は大分県庁ホームページでご覧ください。 
http://www.pref.oita.jp/13100/syouhi_keikaku/index.html 

トップページ→くらし・環境→消費・生活→消費者生活→計画・構想・指針 

拭消費者の利益の
擁護及び増進 

消費者の権利が侵害され
ているという現実を踏まえ、
消費者は保護の客体では
なく、自立した主体として
その権利を擁護すること
を基本的視点とします。 

植安全・安心な市場
形成の促進 

安全で安心、良質な市場は、
消費者、事業者の双方に
長期的な利益をもたらす
との観点から、事業者の
適正な事業活動を確保し、
自主的な取組を促進する
視点で取組を進めます。 

殖高齢者、子ども、障
がい者など消費者
の特性への配慮 

すべての県民が消費者で
あり、特に高齢者や子ども、
障がい者等、社会的に弱
い立場の人、少数の人へ
の配慮の視点をもって取
組を進めます。 

燭地域コミュニティ
の再構築 

県民の生活を支えるコミュ
ニティの再構築が県政の
様々な分野で重要な課題
となっています。地域にお
ける人と人のつながりや
交流・支え合いを促進する
視点で取組を進めます。 

１ 基本的な視点 3 基本目標 

２ 総合目標 
「消費者が主役となる社会の実現」 

Ⅰ　消費者の権利の尊重と消費者の自立の支援 
以下の７つの重点目標を掲げ取組を推進します。 
１　消費者の安全・安心の確保 
２　生活関連商品の安定供給 
３　消費者の自主的かつ合理的な選択の機会の確保 
４　消費生活に関する教育の充実と消費者に対する 
　　啓発活動の推進 
５　消費者被害未然防止のための情報提供の充実 
６　苦情処理相談体制の充実 
７　紛争の適切かつ迅速な解決 

Ⅱ　市町村、消費者団体等との連携・協働及び 
　　消費者施策の実効性の確保・向上 
「基本目標Ⅰ　消費者の権利の尊重と消費者の自立の支援」
を実現するために、市町村をはじめ、消費者団体やNPO、
事業者や事業者団体等との連携・協働を推進するとともに、
関係機関との連携・協力により消費者施策の実効性を確保
します。 

Ⅲ　経済社会の発展への対応 
消費者を取り巻く環境は、経済社会の進展と密接な関係に
あることから、環境の保全や高度情報通信社会の進展、国
際化の進展に配慮した消費者施策を推進します。 

おおいた消費者ホッとプラン（H23H23～H27H27）元年が始まりました。 おおいた消費者ホッとプラン（H23H23～H27H27）元年が始まりました。 おおいた消費者ホッとプラン（H23～H27）元年が始まりました。 
第二次大分県消費者基本計画 

 



男女共同参画のひろば 

No.47

「女性のチャレンジ賞」・「男女共同参画推進事業者顕彰」受賞者のご紹介 
※五十音順 

「アイネス消費者ウィーク2011」ワークショップの募集 「アイネス消費者ウィーク2011」ワークショップの募集 

女性のチャレンジ賞 男女共同参画推進事業者顕彰 

― 団　体 ― 
●大肥郷ふるさと農業振興会加工部ももは工房（日田市） 
地元産の米、麦、大豆を使った味噌など加工品の

製造販売で、地域振興の一翼を担っています。 

― 個　人 ― 
●衛藤めぐみ（宇佐市） 
地元の食材を使った手作りパン、ケーキの店「めぐ

ちゃん工房」を起業し、子どもたちを対象とした特色
ある食育活動を展開しています。 

●葛西満里子（大分市） 
早くから環境問題に取り組み、NPO法人「緑の工
房ななぐらす」の理事長として、大分県の豊かな自
然環境の継承に尽力しています。 

●金丸佐佑子（宇佐市） 
「生活工房“とうがらし”」を主宰し、食の伝承に取
り組むとともに、講演や執筆活動においても活躍し
ています。 

●和田木乃実（国東市） 
女性表具師として新境地を開拓するとともに、「国
見アートの会」の代表として「アートの街国見」を全
国に向けてPRしています。 

●大分瓦斯株式会社（別府市） 
男女の別なく、組織が一体となって業務を行ってお

り、出産・育児期を通して十分な子育てができるよう
制度を充実し、積極的な取得を促しています。 

●大分県医療生活協同組合（大分市） 
女性医師の積極的な採用や、看護師の復帰支援講
座など、女性の就労支援に向けた取組みを幅広く行っ
ています。 

●株式会社 トキハインダストリー（大分市） 
出産・育児等で退職した社員の再雇用規程や育児
休業希望者の取得率100％達成など、女性が継続し
て働ける職場づくりに取り組んでいます。 

●株式会社 日豊ケアサービス（豊後高田市） 
パート職員から正社員への転換制度の導入など幅

広い人材確保、役職・役員への女性登用など女性の
職域拡大に努めるとともに、子育てしながら働きや
すい職場環境を整えています。 

●株式会社 日田ビル管理センター（日田市） 
平成12年に設置した事業所内保育施設を、社員や
地域の要望等に応え、社員以外の保育利用を行うな
ど柔軟に運営しています。 

報 告 働き方発見＆起業準備講座を実施しました！！ 
フルタイムでの就業が難しい子育て中の女性などを対象に、「会社で働く」以外の働き方を紹介する「働き方発見講座」

と働き方のひとつである「起業準備講座」を2月24日斥に開催し、32名の方が受講されました。 
講座内容の一部について、紹介します。 

【働き方発見講座】テーマ：「私にあった働き方さがし」講師：キャリアカウンセラー　下郡 惠美子 氏 
「子育てとの上手な両立」として、子育て方針や働ける時間、子どもの預け先などから見えてくる働き方さがしのコツや、
自分の「今後のキャリアプラン」に備えた事前準備として今からできることなどのお話がありました。 
また、「多様な働き方」の例として、自宅で仕事を請け負ったり、インターネットを利用した働き方の紹介もありました。 

【起業準備講座】 テーマ：「顧客ニーズを見つける視点～ビジネスチャンスのトレンドを知ろう～」 
 講　師：おおいたインフォメーションハウス㈱　専務取締役　宮崎 和恵　氏 
タウン情報誌などの発行に携わる中で見えてくる「時代の流れの変化」について、例えば、「お金の消費」
から「時間の消費」へニーズが変化している現状などの話や、情報を発信する側として、時代の変化をい
ち早くキャッチするためのコツなどを教えていただきました。 

ハローワークでの求職活動や企業面接、試験、講習会などに参加する際、無料の一時託児を行っています。 
託児の対象は1歳以上から就学前の幼児です。※事前予約（前日の午前中まで）が必要です。（予約TEL：097-534-2039） 

【実施日】毎週火曜日・水曜日・木曜日（祝日、12/29～1/3は除く）【実施時間】9：30～16：30

4月から水曜日も「働きたい女性のための託児サービス」を実施します！ 

〔働き方発見講座参加者の声：30代女性〕 
自分の知らなかった働き方があるのを 
知れました。在宅でできる仕事について 
学べてよかった。 

〔起業準備講座参加者の声：30代女性〕 
考え方の幅が広がった気がした。 
今の時代の変化！日頃、気づかない話を 
聞けてよかった。 

おおいた消費者ホッとプラン（H23～H27）元年が始まりました。 おおいた消費者ホッとプラン（H23～H27）元年が始まりました。 
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県民活動支援のひろば 

アイネス★ホッと通信・2011年4月号（平成23年4月１日 発行）／大分県消費生活・男女共同参画プラザ〈アイネス〉

soshiki/13040/
電話 097-534-4034（代表）　FAX 097-534-0684

第11回 

実施予定の事業内容 委託予定額 実施主体 

NPO法人きらめっきー 

＊アイネスや「アイネス・ホッと通信」に関するご意見・ご感想をお寄せください。 

ホームページで情報発信しませんか？ ◎おおいたNPO情報バンク『おんぽ』（http://www.onpo.jp/） ◎チャレンジ！県民運動（http://blog.onpo.jp/challenge） 

「あそびの達人教室」から活動をスタートし、平成19年にNPO法人化した『NPO法人きらめっ
きー』の大久保彰子代表にお話を伺いました。法人名は「ピカッと光る」「キラキラ輝く」などをイ
メージしながら子どもたちが命名。子どもたちが地域の高齢者と一緒に過ごせる場を作り、「将来、
子どもたちが戻ってくる地域」となるよう居場所づくり・親友づくり・思い出づくり（感動体験）を
目標に活動しています。 

★2月の新規認証団体： 「コミュニティ安心安全活動支援機構（大分市）」「いきいき安心おおいた（大分市）」 
 「あっとほうむぷれいす（宇佐市）」「美しき地球を守るためCO2を削減するネットワーク協会（別府市）」 

●いま取り組んでいること 
【健康づくり（太極拳教室）】竹田市の高齢化率は全国トップクラスということもあり、

「無理なく筋力をつけるには太極拳がいい」と整形外科医に勧められたのをきっかけに、
高齢者等の転倒予防・機能回復として太極拳教室を行っています（毎週火・金の14～
15時）。【放課後子ども教室（パソコン教室）】国の「放課後こども教室推進事業」とし
て、平成22年度は都野小学校・白丹小学校・久住小学校の３校でパソコン教室を実施
しました。参加する子どもたちは学年や習熟度・興味がバラバラなので、一つのものを
完成させるのは簡単ではないのですが、年賀状やホームページの作成、自己紹介を兼ね
たプレゼンテーションなどに取り組みました。 

●今後について 
元々は高齢者と子どもたちとが同じ場にいられる活動をしていたのですが、事業の関

係で別々になってしまいました。もう一度「高齢者と子どもたちが一緒に過ごせる居場
所」を作りたい。またパソコン教室だけでなく、子どもたちに“遊びの場”を提供した
い、という思いがあります。太極拳はもっと地域の人に広めていきたいです。子どもた
ちにも参加して欲しいのですが、まずは男性会員を増やしたいです。 
http://www.okubo-hp.com/（大久保病院ホームページ内） 
TEL：0974-64-7777

「新しい公共支援事業」の実施の実施について 「新しい公共支援事業」の実施の実施について 「新しい公共支援事業」の実施について 
「新しい公共」とは、従来は官が独占してきた領域を「公（おおやけ）」に開いたり、官だけでは実施できなかった領域を
官民協働で担ったりするなど、市民、NPO、企業等が公的な財やサービスの提供に関わっていくという考え方です。 
新しい公共支援事業は、新しい公共の活動の阻害要因を解決することにより、新しい公共の担い手となるNPO等の自立的

活動を後押しし、新しい公共の拡大と定着を図ることを目的として内閣府が推進する事業です（予算規模が全国87.5億円、
大分県では１億48,000千円）。平成25年３月までの２年間、下記内容の事業実施を予定しており、ただいま事業実施受託
NPO等を募集しています。詳しくは県ホームページをご覧下さい。（http://www.pref.oita.jp/site/539/） 

「NPO等による信頼 
構築」支援事業 

14,000千円 NPO1 公益ポータルサイトを活用した情報発信、情報開示の 
ための研修会、活動報告イベントの実施等 

市民ファンド創設支援 
事業 

31,000千円 NPO2 市民ファンド創設に向けた取組、ファンドレイザー 
育成研修会、プロボノ制度運用等 

NPO等に対するソーシャ 
ルビジネス支援事業 

17,000千円 NPO3 中小企業診断士を対象としたNPOマネジメント講座、 
NPO等経営相談会及び事業モデル確立のための専門家派遣 

新しい公共の場づくり 
提案公募型事業 

70,000千円 県、市町村、 
NPO等の協議体 

4 NPO等や行政など、多様な主体の協働による提案公募型 
委託事業（1事業上限1,000万円、7事業程度採択予定） 

事業名 実施予定の事業内容 委託予定額 実施主体 

太
極
拳
教
室 

放
課
後
子
ど
も
教
室 

参加した子どもが 
パソコンで作った作品→ 


